
 

Hospital Theatre Project 2015 
 

妖精の国 
障がい児と家族のための演劇体験 
オープンディ 
 

障がいや病気のために、劇場で舞台芸術を鑑賞できない子どもたちのために、演劇的体験を届ける「ホスピタルシアター

プロジェクト」―好奇心と想像力を喚起し、社会的・審美的体験をもたらすことを目的としています。子どもたちを疎外

しがちな舞台と客席の区切りを排除し、じっとしていられない子どもたちが舞台に飛びこむことも想定し、舞台の進行に

子どもたちもまた参加するパフォーマンスを創造し、障がい児のディサービスや病院等を巡演してきました。 

2015 年度は、アーツカウンシル東京「芸術文化による社会支援助成」のご支援をいただき、これまで同様の巡演ととも

に、こども教育宝仙大学の一校舎を会場として、障がいをもつ子どもたち、その家族や介護者、研究者・演劇人を対象と

するオープンディを実施することになりました。 
 

 

大学の校舎に「妖精の国」が出現。 

子どもたちは家族や介護者とともに、妖精たちに導かれ、校舎のなかを探検

していきます。 

 

妖精の国には、不思議な妖精たちとともに 

五感を刺激する楽しい遊びがいっぱい。 

 

周囲を気がねすることなく、ゆったりとした時間と優しい感覚の 

リラックス・パフォーマンスをお楽しみください。 

 

  

 

 

 

 

 

Details 

日 時  2016 年 3 月 5 日（土） 16：00～17：30 

          2016 年 3 月 6 日（日） 10：30～12：00／13：30～15：00  

各回 90 分／開場 30 分前 
 
会 場  こども教育宝仙大学 4 号館 
  都営地下鉄大江戸線・東京メトロ丸の内線中野坂上駅下車 7 分   http://hosen.ac.jp/access 
     車でのご来場はご遠慮ください。 

会場はバリアフリー対応ではないため、車椅子の方は事前にお知らせ下さい。 
 
参加費  子ども 500 円  大人 1,000 円  

  裏面の参加申込用紙にて、事前にお申し込みください。定員になり次第、締め切らせて頂きます。 

必要に応じて、事前に概要や内容をお知らせいたします。 
 

主催 特定非営利活動法人シアタープランニングネットワーク 

協力 こども教育宝仙大学 

助成 アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団） 

 

 

 

http://www5a.biglobe.ne.jp/~tpn/relaxedperformance.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お子さまは上履きをご用意下さい。 

 

参加申込書 

Fax 03-5384-8715 

代表者のご氏名 

 

ご希望の日時、人数をご記載下さい。 

2016年  3月    日  （   ）      時開始の回 

子ども       名           大人     名 

お子さまの名前、年齢、障がいの有無 

 

 

 

 

お子さまの名前、年齢、障がいの有無 

 

お子さまの名前・年齢・障がいの有無 

 

お子さまの名前、年齢、障がいの有無 

 

代表者のご住所・連絡先 

 

 

電話                                               メールアドレス 

備考 

 

 

 

 

特定非営利活動法人シアタープランニングネットワーク 

〒182-0003 東京都調布市若葉町 1－33－43－202 

Phone & Fax 03-5384-8715 

Mail tpn1@msb.biglobe.ne.jp / Website http://www5a.biglobe.ne.jp/~tpn 

The Company of Hospitality 

 

上村宏樹（心理療法士・インプロヴァイザー・ 

こども教育宝仙大学専任講師） 

UZM（ワークショップリーダー） 

大西由紀美（ピアニスト） 

小川友子（俳優） 

小川まき（コミュニティワーカー） 

木村美沙子（ピアニスト・桐朋学園大学音楽学部 2 年） 

黒田志保（俳優・ワークショップリーダー・劇団銅鑼） 

妻神諒（大東文化大学文学部 3 年） 

佐川大輔（俳優・演出家・ワークショップリーダー・ 

シアターモーメンツ） 

佐々木侑子（俳優・劇団仲間） 

田中智子（俳優） 

寺村千絵（コーディネーター） 

中原くれあ（俳優・ワークショップリーダー・ 

シアターモーメンツ） 

中山夏織（プロデューサー・ドラマ教育アドヴァイザー） 

飛田勘文（桐朋学園芸術短期大学非常勤講師） 

山崎哲史（演出家・表現教育ファシリテーター） 
 

他、ボランティア・スタッフ 

 

 

Relaxed Performance 
 

大人の決めたルールが守れないからといって、どうして子ども

たちが劇場から疎外されなくてはならないのでしょうか。 

子どものための公演を銘打たれていても、子どもの舞台への自

然な反応や疑問が封じられてしまうことすらあります。 

 

いま英国全土で、「リラックス・パフォーマンス」という取り組

みが広がりを見せています。様々な障がいをもつ人々、幼い子

どもたちが、家族や友達とともに、誰を気兼ねすることなく、

メインストリームの公演を鑑賞できるよう、照明や音響に配慮、

また必要な介助や支援を提供するという試みです。 

 

私どもは障がいや病気の有無にかかわらず、一人ひとりの子ど

もが『子どもの権利条約』の精神と実践のもとで守られ、権利

を行使することができる寛容のある社会を求めたいと願ってい

ます。そのための「ホスピタリティ」のあり方を探るのが「ホ

スピタルシアタープロジェクト」であり、そして、それを「目

に見える活動」にするためのオープンディです。「妖精の国」の

探検にぜひともご参加くださいませ。 

 


